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研修報告書

	所　　属　　ＬＣＰみさわ事業　南天の郷　　職　種　介護福祉士　　氏　名  田村　裕樹

	期　　間　　平成27年10月2日 （うち1日間）

	出張目的    平成27年小規模多機能型居宅介護研修会（管理者・リーダー対象）

	出 張 先    県民福祉プラザ2階　多目的室　2A

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


○考察

　今回、管理者やリーダー職員など、事業所を引っ張る立場の職員が集まる研修会に参加し、困難事例の検討や事業所間での情報交換を行いました。この研修にて、自身の「小規模多機能型居宅介護」という事業所について、考えを改める必要があると感じました。
　この小規模多機能という事業所は、「24時間365日対応」「柔軟なサービス利用が可能」「提供するサービスの制限が少ない」「利用回数に制限がない」という事が最大の特徴です。これらの事を、いつしか「なんでも出来なければいけない、やらなければいけない」と自分達で決めつけていた部分があり、自分達だけで何でも対応しようと考えていました。しかし、地域密着型サービスとしての本来の目的は住み慣れた地域・在宅での生活の継続を支援する事にあり、事業所の職員だけでそれら全てを賄う事は困難です。自分達が直接サービスを提供するだけではなく、利用者様本人と、地域や家族、近隣住民との「橋渡し」としての役割を担う必要があり、地域全体で支援する体制作りに努めていく必要があると考えます。
○小規模多機能型居宅介護研修会
　内容
　1）事例検討
　　・困難事例（2題）検討
　2）グループワーク
　　・通い、泊まり、訪問について
＜1＞事例検討
【事例①】　82歳　女性　要介護3

「マンションの5Fに住まわれているが、朝方、マンションから離れた場所で警察に保護されていた。事業所としては『24時間の支援をします』とうたってはいるが、夜間の支援体制が不足していた。」
　　　＜課題＞

　　　・事業所として、実際に「24時間」傍で見守る事はほぼ不可能である。夜間帯の対応については、事業所だけではなく地域にも協力してもらう必要があるのではないか。

　　　・地域住民に、その方の事を知ってもらう必要がある。

　　　・地域からの協力を得る為には自分達の事業所の事を理解してもらう必要がある
　　１．本人にとってどうなれば良いか
　　　・自宅で安心、安全に生活する

　　２．事業所として何が出来るか

　　　・泊りを利用して行動パターンの把握
　　　・夜間に活動している仕事、店へ協力の働きかけ

・運営推進会議、説明会の開催

　　　・生協や隣家など、本人へ関わりのある方への協力

　　　　
　　３．事業所の機能を活用して何が出来るか、どういう方策があるか

　　　・通い、泊まり、訪問の機能を活用し、その方の24時間の状況を把握する

・運営推進会議や地域行事への参加、イベントの開催などを通じて地域とのネットワークの構築を図る
【事例②】　84歳　女性　要介護2

「毎日通いを利用（9時～18時30分）、他の利用者様とトラブルが頻回にあり、偶然目が合うだけでも『何見てる！』と怒鳴る事あり。活動やレクなど行う際も、自分の思い通りにならないとすぐに怒ってしまう為、他の利用者様からも敬遠されている。」

　　　＜課題＞

　　　・家族の希望なのかもしれないが、毎日通いを利用して、朝から夜までいる生活は本人にとって負担ではないか

・今の生活が本人の望んでいる生活、サービス内容なのか
　　　・本人がどのように過ごしたいのかを把握する必要がある
　　１．本人にとってどうなれば良いか

　　　・自分のペースで過ごしたい
　　２．事業所として何が出来るか

　　　・本人のやりたい事や得意な事を提供する

　　・役割を作る

・自分の空間（自宅や居室）で過ごす時間を作る
　　　　

　　３．事業所の機能を活用して何が出来るか、どういう方策があるか

　　　・本人のペースに合った柔軟なサービスの提供
・集団での活動ではなく、個別での活動の提供
　　　　　　　　　　
＜２＞通い、泊まり、訪問について
　　〇通いサービス

　　・利用に慣れるまではお茶のみ程度、１時間程度の利用から開始もあり

　　・家族が買い物に行く等の外出の際の通いで短時間の利用

　　・全員が同じプログラムではなく、個別性の高い対応

　　・日課が無い（その状況や利用者によって臨機応変に対応）

　　・調理や家事など生活に密接した作業の提供

　　・自宅での状態との継続を重視し、自宅に近い環境で提供

　　・利用時間が一定ではなく、自由に延長可能（早朝から深夜）

　　・15名程度の大人数ではない人数
　　・自由な外出が可能（買い物・通院・ドライブ・町内会活動等）
　　・介護度の縛りの無い利用回数（定員の状況を考慮して）

　　　


　　〇泊まりサービス

　　・家族都合や本人の状態の変化による通い利用者の急な泊まり対応

　　・自宅で夜間落ち着かず、真夜中の急な泊まり

　　・体調不良での見守りの為に泊まる

　　・スタッフが添い寝

　　・日中過ごしている慣れた場所、スタッフでの泊まり

　　・自宅と同じ生活リズムでの泊まり

　　・こたつでゴロ寝

　　・夜間の外出が可能

　　・自宅に戻りたくなったらスタッフと一緒に自宅で過ごすことも可能

　　　


　　〇訪問サービス

　　・通い利用者の送迎前後の自宅での着替え、食事介助などの提供

　　・通いの利用が無い場合に、安否確認の声掛け訪問

　　・自宅で必要な家事援助（掃除・洗濯・食事等）

　　・自宅で必要な身体介助（入浴・排泄介助等）

　　・自宅での生活の援助（畑仕事、近隣住民との関わり、ペットの散歩等の通常ヘルパーが出来ない援助も可能）

　　・外出（通院・買い物・町内会活動への参加・友人宅への散歩・散髪介助等）

　　・電話での安否確認（※実際訪問ではない為提供回数には入らず）

　　・悪徳訪問販売や勧誘などの断り、立ち合い

　　・夜間の見守りや添い寝など

　　・状況により1日中自宅での付き添いも可能



通い≠通所介護








泊まり≠ショートステイ








訪問≠ホームヘルプサービスショートステイ











